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～市民活動を支える人たち～

～ 

NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ  

キッズポケット 小室  卓重さん 

 自分自身が子育てに悩んでいた経 

験から「今、子育てしてる人たちに、 

０～３歳までのとてもかわいい時期 

を、毎日かわいいと思って暮らして 

ほしい。」という思いが強い。 

これからの活動の展望は、おもちゃコンサルタント

という資格をもっていることもあって、キッズポケッ

トをベースに、おもちゃを活用した活動をしたり、ま

た、障がいのあるお子さんの居場所づくりができたら

いいなと話してくれた。 

 キッズポケットに参加するのと同じ頃、市の障がい

児通園施設の支援員に応募、その後、資格をかわれ保

育士をしている。途中、施設が市営から指定管理にな

ったときは、入社試験を受けて職員として採用された。

運営が変わった時、同じように保育士を続けた職場仲

間の、保育についての情熱に強い刺激を受けるという。

「幼児教育科を目指した動機は、今では思い出せない

くらいだけど、保育士としてのその後はよかった。周

りの人に恵まれた気がする。」 

「保育士の資格を取ってから 20 年間遠回りをしてき

たけれど、いろいろな仕事をしてきたおかげで、今結

構役に立っているんです。人生、無駄ってないな、と

思います。」 

 前向きで、人への感謝の気持ちが強い小室さん。そ

の天性の感覚が、経験と経験、人と人とを結びつけて、

市民活動の糧になっていると感じた。 

              （はこざき） 

久里浜の拠点の扉を開けて保育室フロアに上がる

と、気さくな華やかさで迎えてくれた。キッズポケッ

ト代表の小室卓重さんにお話を伺った。 

 日本の高度経済成長期に、三崎の呉服屋の長女とし

て生まれる。子どもの頃は、内気だった。それでも、

ものを書くのが好きな母の影響や、先生にすすめられ

たこともあって、朗読が好きだった。読書などをして

静かに過ごす“ケの日”、そして、“ハレの日”～地

元海南神社のお祭りがとても楽しみだった。 

高校へ入ると友だちに誘われ生徒会の役員になっ

た。大学は、家から通えるところ、児童文学好きなこ

とから、関東学院短大の幼児教育科へ入学。卒業が近

づいたころ、人から言われ、大人になりきれない自分

自身に気づき、保育士ではなく一般企業への道を選ん

だ。飛び込みの営業、工場やオフィスの事務、ワーク

ステーション講座の講師、スーパーのレジうちまで、

いろいろな仕事をこなした。時はバブル経済まっただ

中、楽しい思い出も多いという。 

工場勤務していたとき、今のご主人と背中合わせの

席で仕事をしていたのが縁で結婚、出産を機に専業主

婦になった。子供が２歳になった頃、生活クラブ生協

に入った。社宅暮らしから、追浜のマンションに移り

住んだときは、生協を続けたいことから、「飛び込み

営業」をして自ら家庭班を組織、役員を引き受けた。 

2000 年、生活クラブ生協のつながりから、キッズ

ポケットの設立に参加。数年を経て３代目の代表に就

任した。 
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キッズポケットは一時預かりの子育て支援活動を行っています。自分の体験から学んだことを生かし、子どもにとっても、

親にとっても、より身近なサポーターとして活動しています。久里浜の夫婦橋の近くの拠点での一時保育と自宅に訪問する

派遣保育を行っています。詳しいことは、046-843-8800 にお問い合わせください。 

2014年 3月 15日（土）13:00～15:00 

             ＠ヴェルク横須賀 

講演 「あなたの知らない横須賀ヒストリア」 

 講師：山本詔一さん（郷土史家） 

 

同時開催！（2014年 3月） 

『地域での市民活動の体験』ができます。 
横須賀のあちこちで、地域での活動団体が 

あなたを待っています！ 

講演とＮＰＯ紹介で、定年退職後のお父さんを地域に導

きます。多くの地域活動団体があなたの力を必要として

います。悠々自適なんてまだ早い！！これからの人生、

横須賀で力を尽くしてみませんか！ 

お問い合わせは 横須賀市立市民活動サポートセンター 

             TEL 046-828-3130 

（横須賀市市民協働推進の集い） 
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